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高
齢
者
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
時
に
、

警
察
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
団
体
と
協

力
し
て
捜
索
を
行
う
た
め
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
。
家
族
の
同
意
の
も
と
、
警
察
か

ら『
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
み
や
ざ
き
』

事
務
局
に
協
力
依
頼
が
あ
る
と
、
加
入

団
体
に
徘
徊
者
の
特
徴
が
ま
と
め
ら
れ

た
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
が
届
け
ら
れ

ま
す
。
加
入
団
体
は
日
々
の
活
動
や
仕

事
を
し
な
が
ら
、
捜
索
を
行
い
ま
す
。
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認
知
症
の

症
状
は
二
つ

環
境
に
よ
っ
て

改
善
で
き
る
症
状
も

脳
の
細
胞
が
壊
れ
て

起
こ
る 

中
核
症
状

誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
認
知
症
。
超
高
齢
社
会
へ
と
向
か
う
日
本
に
と
っ
て
最
重
要
課
題
の

一
つ
で
す
。
そ
こ
で
、
認
知
症
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
持
つ
た
め
に
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
開
催
し
て
、
啓
発
し
て
い
ま
す
。

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
な
ど
の
脳
の

病
気
に
よ
っ
て
、
引
き
起
こ
さ

れ
る
症
状
が
認
知
症
で
す
。
症
状
は
大
き

く
分
け
て
、
中
核
症
状
と
行
動
・
心
理
症

状
の
二
つ
。
周
囲
の
人
と
の
関
わ
り
方
に

よ
っ
て
は
、
認
知
症
の
症
状
の
進
行
を
遅

ら
せ
た
り
、
改
善
さ
せ
ら
れ
る
症
状
も
あ

る
ん
で
す
！憶

や
理
解
・
判
断
力
、
実
行
機

能
な
ど
の
障
が
い
の
こ
と
で
す
。

家
族
の
こ
と
を
認
識
で
き
な
く
な
っ
た

り
、
料
理
を
段
取
り
よ
く
で
き
な
く
な
っ

た
り
し
ま
す
。
脳
の
細
胞
が
壊
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
起
こ
る
た
め
、
治
り
に
く
い
症

状
で
す
。

核
症
状
が
原
因

で
本
人
の
性
格

や
周
囲
の
人
と
の
関
係

が
影
響
し
て
起
こ
る
症

状
を
、
行
動
・
心
理
症

状
と
呼
び
ま
す
。
例
え

ば
、
記
憶
障
が
い
に

よ
っ
て
、
大
事
な
物
の
収
納
場
所
を
忘

れ
て
、
身
近
な
人
が
盗
ん
だ
と
思
っ
て

し
ま
っ
た
り
す
る
症
状
で
す
。

　

妄
想
や
う
つ
な
ど
の
行
動
・
心
理
症

状
は
、
人
間
関
係
が
閉
じ
ら
れ
て
い
る

状
況
で
起
こ
る
た
め
、
認
知
症
の
人
と

積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

り
、
人
間
関
係
を
広
げ
て
あ
げ
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
ま
た
、
会
話
を
す
る
こ

と
は
脳
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
の

で
、
認
知
症
の
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
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講師（キャラバン・メイト）

受講生

増田 登賜隆さん
ますだ としたか

川崎 智子さん
かわさき ともこ

阿部 あすかさん
あ　 べ

黒木 薫さん
 くろき

安留 嵩人さん
やすどめ たかひと

かおる

認知症を正しく

理解することから

始めましょう！

認知症って一体

何なんですか？

それでは、 どの

ように接していく

べきですか？

認知症を防ぐ

には会話する

ことです！

「ＳＯＳネットワーク

みやざき」 への加入団

体を募集中です。

皆さんで認知症高齢者

を見守りましょう！

認知症の人への

心遣いを大切に

していきます。

認知症サポーターの

ことを講座で初めて

知りました。

ア

中

認
知
症
の
人
と

接
す
る
時
の
心
構
え

温
か
い
目
で

見
守
り
ま
し
ょ
う

知
機
能
低
下
が
あ
る
こ
と
を
理

解
し
た
上
で
、
認
知
症
の
人
へ

の
対
応
の
心
得
は
大
き
く
分
け
て
３
つ
。

「
①
驚
か
せ
な
い　

②
急
が
せ
な
い　

③

自
尊
心
を
傷
つ
け
な
い
」
を
基
本
的
な
姿

勢
と
し
、
日
常
生
活
の
挨
拶
や
声
掛
け
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
認
知
症
に
な
っ
た
多
く
の
人
は

「
認
知
症
じ
ゃ
な
い
か
ら
、
病
院
に
は
行

か
な
い
！
」
と
言
い
張
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
は
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
る
自

分
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
自
分
の
心

を
守
っ
た
り
す
る
た
め
の
反
応
で
す
。
認

知
症
の
人
が
抱
え
る
苦
し
み
を
知
っ
て
お

く
こ
と
も
大
切
で
し
ょ
う
。

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
何
か
特
別

な
こ
と
を
す
る
人
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
偏
見
を
持
た
ず
、
認
知
症
の
人

や
そ
の
家
族
を
温
か
い
目
で
見
守
る
だ

け
で
十
分
で
す
。
さ
ら
に
、
認
知
症
の

介
護
家
族
に
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
掛
け

た
り
、
友
人
や
家
族
に
知
識
を
伝
え
た

り
す
る
な
ど
、
自
分
が
で
き
る
範
囲
で

手
助
け
を
す
る
の
も
い
い
で
す
ね
。

認 記

講座を受講した人には、オレ
ンジリングが配られます。「認
知症の人やその家族を応援し
ます！」という意思表示のた
めのものです！

認

オレンジリングは認知症サポーターの証
あかし

あなたも受けよう！

【相談窓口】

受講者に感想を聞きました！
認知症サポーター養成講座の開催団体を募集！
高齢者を支える取り組みの一環として、皆さん
の近くで講座を開催しています。

地域包括支援センター
それぞれの地区で高齢者の支援拠点となってい
るセンターで、相談を受け付けています。連絡
先は市広報みやざき1月号の P21、または長寿
支援課へ。

認知症の人と家族の会
宮崎県支部　☎22-3803

■時間：1時間30分
■人数：20人以上のグループ・団体　　■料金：無料
■申し込み：開催予定日の30日前までに日時、場所、人数、
　　　　　 担当者連絡先を書いて、長寿支援課
　　　　    （☎21-1773　FAX31-6337）へ
※受講を希望する団体は開催場所の手配を
　お願いします。

認知症の人がとる行

動の意味が分かって、

とてもスッキリしました！

【
認
知
症
高
齢
者
を

  

支
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
】

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
み
や
ざ
き

　

認
知
症
高
齢
者
を
在
宅
で
介
護
す
る

家
族
に
対
し
て
、
認
知
症
高
齢
者
の
位

置
を
確
認
で
き
る
位
置
検
索
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
、
使
用
す
る
機
器
の
登
録
料

な
ど
の
初
期
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。
利
用
の
申
請
は
、
各
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

認
知
症
高
齢
者
位
置
検
索
サ
ー
ビ
ス

　

65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
認
知
症

高
齢
者
に
対
し
、
防
火
対
策
と
し
て
、

Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
な
ど
の
電

磁
調
理
器
や
自
動
消
火
器
、
火
災
警
報

器
な
ど
の
購
入
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。
利
用
の
申
請
は
、
各
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

認
知
症
高
齢
者
防
火
支
援
事
業

　

認
知
症
な
ど
の
理
由
で
判
断
能
力
が

不
十
分
な
人
の
預
金
管
理
や
、
日
常
生

活
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
契
約
な
ど
を「
後
見

人
」
が
支
援
す
る
制
度
で
す
。

成
年
後
見
制
度

　

徘
徊
者
へ
の
声
の
掛
け
方
や
情
報
伝

達
方
法
を
実
践
形
式
で
行
う
訓
練
で

す
。
詳
し
く
は
22
ペ
ー
ジ
へ
。

徘
徊
模
擬
訓
練

長寿支援課 主事

猪俣 志保
いのまた し　ほ

例え話が多くて

分かりやすいなぁ。

認知症の人は、 脳の機能

は衰えていますが、 感情は

そのまま。 理解して接すること

が大切です。

﹇
問
﹈
長
寿
支
援
課 
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3


